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子宮頸がんとは？ 

子宮頸がんは、子宮の頸部という子宮の出口

に近い部分にできるがんです。日本では毎年 

約 1.1万人の女性がかかる病気で、毎年 2,900

人の女性が亡くなっています。すべての年代の

女性がかかる可能性がありますが、近年は 20～

30代の若い女性で増加しています。 

子宮頸がんの原因は？ 

HPV(ヒトパピローマウイルス)の感染が原因

と考えられています。女性の多くが HPVに一生

に一度は感染するといわれています。感染して

もほとんどの人ではウイルスが自然に消えます

が、一部の人ではがんになってしまうことがあ

ります。 

HPVワクチンとは？ 

 子宮頸がん予防のために HPV感染症を防ぐワ

クチン(HPVワクチン)が開発されました。HPV

ワクチンは、子宮頸がんの原因の 50～70%を防

ぎます。日本国内で接種可能な HPVワクチン

は、2価ワクチン(サーバリックス)、4価ワク

チン(ガーダシル)、9価ワクチン(シルガード

9)の 3種類があります。 

HPVワクチンの現状は？ 

HPVワクチンは 2013年 4月定期接種となりま

したが、HPVワクチン接種後の健康被害に関す

るマスメディアの報道以降、HPVワクチンの安

全性について見直す動きとともに、2013年 6月

以降は、接種の積極的勧奨を中止する事態とな

り、日本の接種率は 1%に満たない状況が続いて

きました。その後、多くの安全性に関するデー

タが国内外から発表されています。 

厚生労働省の研究班の全国疫学調査で、HPV

ワクチン接種後に発生した「多様な症状」が

HPVワクチンを接種していない者においても認

められることが示されました。名古屋市で行わ

れた調査では、HPVワクチン接種後に発生した

「多様な症状」の頻度が HPVワクチン接種者と 

非接種者において有意な差が認められないこと

が報告されました。 

最近の話題 

 厚生労働省は、2022年 4月から 12歳～16歳

の女子に個別に通知して、HPVワクチン接種を

勧めることを再開しました。また、積極的勧奨

の差し控えにより接種機会を逃した方（誕生日

が 1997年 4月 2日～2006年 4月 1日の女性で

過去に HPVワクチンの接種を合計 3回受けてい

ない方）に対して、時限的（2022年 4月～2025

年 3月までの 3年間）に従来の定期接種の対象

年齢を超えて接種を行うこと（キャッチアップ

接種）になりました。 

2023年 4月からは 9価 HPVワクチン(シルガ

ード 9)が定期接種化されています。 

接種対象の方と保護者の方は HPVワクチンに

ついて、十分に理解した上で接種を検討、判断

しましょう。 

【すだこどもクリニック 院長 須田正勇】 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
             
 
 
 
 
 
 

ＨＰＶワクチンについて 

今、Chat GPTが世間をにぎわせておりますが

「AI」の進化がすごいです。AI とは人工知能を指す言葉であ

り、近年急速に発展しています。AIは、今後も技術の進化に

伴い、私たちの生活や社会に大きな影響を与えていくことが

予想されます。そのため、AIについての知識を深め、正しい

理解を持つことが重要です。しかし AIにはまだできないこと

もあるため上手に活用していくことも大切です。 

追記：以上の記事は AIが作成しました 
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看護師への復職を考えている方へ 
”あなたの笑顔が必要です！” 

潜在看護師の復職支援研修を行っています。 

大村市医師会にご相談ください。 

大村護国神社 


